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Ｑ　

消
防
団
の
装
備
の
基
準
が
一
新

さ
れ
た
が
町
と
し
て
の
対
応
は
。

Ａ
　
平
成
25
年
度
は
、
全
団
員
に

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

各
分
団
に
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を

配
備
。

　
　
平
成
26
年
度
は
、
救
命
胴
衣
、

防
火
衣
、
ケ
ブ
ラ
ー
手
袋
、
反
射

ベ
ス
ト
、
担
架
を
追
加
配
備
す
る

予
定
。

Ｑ　

Ｔ
Ａ
Ｕ
へ
の
出
展
業
者
の
選
定

は
。

Ａ
　
商
工
会
、
筆
事
業
協
同
組
合
か

ら
出
展
条
件
に
あ
っ
た
業
者
の
紹

介
を
受
け
て
い
る
。

Ｑ　

観
光
案
内
所
を
オ
ー
プ
ン
す
る

よ
う
だ
が
継
続
的
事
業
な
の
か
。

Ａ
　
県
の
補
助
金
を
活
用
し
来
年
２

月
ま
で
補
助
を
行
う
が
、
そ
れ
以

降
は
助
成
無
し
で
継
続
運
営
さ
れ

る
。

Ｑ　

発
達
障
害
児
に
対
す
る
保
育
士

の
加
配
と
は
。

Ａ
　
保
育
所
に
発
達
障
害
児
が
２
人

以
上
い
る
場
合
に
は
保
育
士
を
１

人
補
強
す
る
。

Ｑ　

認
知
症
対
策
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
や
る
の
か
。

Ａ
　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
機
器
を
用
い
て
地
域
の
サ

ロ
ン
等
に
出
向
き
、
早
期
発
見
、早

期
予
防
を
行
う
事
業
を
進
め
る
。

Ｑ　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は
導
入
し
な

い
の
か
。

Ａ
　
平
成
26
年
度
は
予
算
計
上
し
て

い
な
い
が
、
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

Ｑ　

筆
の
里
工
房
の
20
周
年
記
念
で

は
何
を
す
る
の
か
。

Ａ
　
９
月
に
式
典
と
東
京
国
立
博
物

館
等
よ
り
平
安
時
代
の
書
等
を
借

り
て
﹁
日
本
の
書
筆
の
宇
宙
﹂
と

い
う
国
宝
展
を
実
施
す
る
。

Ｑ　

西
公
民
館
を
建
替
え
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
陶
芸
窯
も
実
施
設
計

に
加
え
る
の
か
。

Ａ
　
こ
れ
か
ら
基
本
実
施
設
計
を
す

る
中
で
、
利
用
者
の
声
を
大
切
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

図
書
館
に
、
新
刊
を
ど
の
く
ら

い
配
備
す
る
の
か
。

Ａ
　
書
籍
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
合
わ
せ
て
８

０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
予
算
を
組
ん

で
い
る
。

Ｑ　

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
。

Ａ
　
第
10
分
団
の
屯
所
機
能
、
備
蓄

機
能
等
を
持
た
せ
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

滝
ヶ
谷
団
地
の
下
水
道
工
事
は
。

Ａ
　
地
元
か
ら
私
道
設
置
承
諾
と
下

水
道
設
置
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た

の
で
、
来
年
度
実
施
設
計
を
行
う
。

Ｑ　
「
山
海
島
体
験
活
動
推
進
事
業
」

と
は
。

Ａ
　
県
の
指
定
事
業
で
、
小
学
校
の

児
童
に
３
泊
４
日
の
民
泊
体
験
活

動
を
通
し
て
心
を
養
う
も
の
。

Ｑ　

学
校
給
食
調
理
業
務
は
な
ぜ
特

命
随
意
契
約
な
の
か
。

Ａ
　
食
中
毒
等
の
予
防
か
ら
学
校
給

食
は
、
７
時
半
以
降
に
調
理
し
学

校
に
12
時
前
に
配
達
す
る
こ
と
を

条
件
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応

で
き
る
業
者
が
１
社
し
か
な
い
た

め
。

Ｑ　

町
内
に
空
き
屋
が
ど
の
位
あ

り
、
空
き
屋
の
調
査
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

Ａ
　
町
内
に
空
き
屋
は
約
８
０
０

戸
。
こ
の
中
で
管
理
不
足
の
空
き

屋
が
２
５
０
戸
位
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

　
　
来
年
度
は
、
実
際
に
現
地
に
赴

き
確
認
を
行
う
。

3 月 10 日から開会した「第１回定例会」に、平成 26年度予算案が提出され、これを審査するために、
議員全員で構成する「予算特別委員会」（藤本委員長、大瀬戸副委員長）を設置した。
特別委員会では、積極的に質疑等が行われ、慎重に審議した結果、各会計予算は原案どおり可決すべ

きとの審査結果が示された。
特別委員会終了後に再開した本会議では、委員長報告のとおり、全ての各予算案を原案どおり可決した。

消費税引き上げに伴う
影響緩和のため、低所
得者や子育て世帯へ給
付金を支給。

20周年記念式典や企画展
等を実施。
施設の老朽化対策も実施。水道施設の設計と工事を

行い産業基盤を整備。

西公民館を移転改築するた
めの測量、建物の実施設計
と造成工事

2,528
万円9,356

万円
4,484

万円
1億1,396

万円※20周年記念行事と老朽化対策に係る予算額。

（くわしくは、後日、ホームページに議事録を掲載しますのでご覧ください。）～予算をくまなくチェック ～予算特別委員会での質疑の一部を紹介します。

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

筆の里工房　開館20周年記念西公民館改築用地造成深原地区町有地の水道整備

新年度の注目事業はこれだ！

平成26年度　一般会計予算平成26年度　一般会計予算 対前年度比2.5%増


